


放浪道化師今日も行く

フラフラフウラフラ

どこかで泣いてる声がする

 

放浪道化師踊ってみせる

クルクルクウルクル

君の顔が見たいから

 

放浪道化師笛を吹く

ピィヒャラピィヒャラピィヒャララ

君の声が聞きたいから

 

放浪道化師転んでみせる

ツルットステンコロコロリ

君の手に触れたいから

 

泣かないで挫けないで

いい事ばかりじゃない世の中でも

君は一人じゃない

悲しみを僕に打ち明けて

一つずつでいいから

責めないで恨まないで

みんな幸せを探しているから

時々間違えてしまうもの

僕は君の幸せを願っているから

君は君の幸せの為に立ち上がろう

ゆっくりでいいから

焦らないで怯えないで

時間は止まらないもの

でも何か始めることはいつでも出来る

一人じゃ不安なら僕も傍にいるよ

少しずつでいいのさ

 

放浪道化師傍にいる

シィントシィントシシントシント

君の痛みが癒えるまで

 

泣いてた君が顔を上げる



両手で塞いだ耳を開いて

その手で僕の差し出した手を掴む

そしてゆっくり立ち上がる

僕を見て照れながら少しだけ微笑む

 

放浪道化師旅に出る

フラフラフウラフラ

悲しみ探して旅に出る

幸せの為に旅をする

笑う放浪道化師何処へと


